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要 旨
保育現場で行われている手あそびは､児童文化財として大いに利用されているが､その厳密な定義は
難 しいとい う側面を持っている｡ しかし､それらは各種の歌や リズムに乗って言葉と身体の各部の動き
が連動し､子ども達を楽しいあそびの世界に誘 うものとして確固たる地位を占めている｡今論文は､幼
児教育学科 1年生を対象にして､初めての保育実習 Ⅰ終了後に手あそびに関しての意識調査を行った結
果を分析し､考察を加えたものである｡その結果､学生達は手あそびの威力と効用について再認識する
と共に､手あそびに秘められた多くの教育的要素に気がついた｡手あそびは楽しいことが第一条件では
あるが､さらにリズムや音程に気をつけて手あそびをすることにより､音楽的能力の伸長も得られるこ
とも理解した｡手あそびの様々な有益な要素が子ども達の心身の成長発達に資するために､今後､学生
達それぞれの不足分野の実力をつける必要性のあることが分かった｡
キーワー ド:手あそび ･音楽文化 ･保育実習
Ⅰ.はじめに
子ども達の成長発達になくてはならない児童文化財には､玩具 ･絵本 ･童話 ･紙芝居 ･
人形劇 ･指人形 ･影絵 ･ベーブサー ト･劇あそび ･歌 ･踊 り･合奏 ･テレビ ･マンガその
他など､本当に多様なものがあり間口はとても広い｡そして､それを玩具文化 ･物語文化 ･
演劇文化 ･音楽文化 ･あそび文化 ･マスコミ文化 ･マンガ､アニメ文化 ･ニューメディア
文化などと区分する場合もある｡
さて､上記の分け方によれば､保育現場における手あそびは音楽文化に属しているもの
が多いと考えられる｡子ども達を取 り巻く音楽文化には､歌 (わらべ うた､あそびうた､
唱歌､童謡､マスコミからのうた､幼稚園や保育所のうた､演劇やレクリェ-ションのう
たなど)･楽器､器楽 (音のでる玩具､簡易楽器､創作楽器､自然界の音によるものなど)･
メディァ機器 (テープ､cD､MDなど)の他､身体表現や劇ごっこに関わる音楽や音楽
会 (演じる､観る)などがある｡
今論文は､保育現場で多用されている手あそびを取りあげ､その考え方や問題点につい
て学生-の意識調査の分析をもとに考察してみたい｡併せて､学生が実習前に準備 してお
けば良かったことについての調査結果も掲載 したい｡
Ⅱ.手あそびの定義について
一般的に､あそび うたはあそびを伴 う歌､歌いながらあそぶものであり､手あそびは､
歌や リズムに乗って手指や身体の一部を動かしながらあそぶものと考えられている. しか
し､両者は揮然として分け難い部分もある｡保育現場において､手あそびは児童文化財の
一つとして大いに利用されているにも関わらず､その定義は唆味で､人それぞれまちまち
であるという現状がある｡また､手あそびの本として売られている様々な市版本にも､そ
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れは多様な名称で扱われている｡例えば､本の表紙には歌あそび､手あそび､指あそび､
足あそび､顔あそび､身体 (表現)･あそび､ペア集団あそび､伝承あそぴ､その他などと
書かれている (参考文献を参照)｡しかし､それらは何れも各種の歌やリズムに乗って言葉
と身体の各部の動きが連動し､子ども達を楽しいあそびの世界に誘 うものとして取り扱わ
れており､表紙の名称は異なっても､内容は所謂保育現場で行われている手あそびの範境
に属するものと考えられる｡
Ⅱ.学生-の意識調査から
手あそびに対する学生達の意識を探るために､幼児教学科1年生が保育実習 Ⅰで体験し
た手あそびについて､実習終了後調査した｡そこから得られた結果を分析考察し､今後の
教育の質向上に資したい｡
1.調査方法について
1年生の初めての保育実習 Ⅰ (11月中旬に2週間)で体験した手あそびについて､終
了直後の ｢音楽表現指導法｣の授業で調査を行った｡調査人数は199人｡質問は保育現
場における手あそびについて､(》自分の考える手あそびとはどういうものか ②手あそび
はどうして必要か ③実習先で手あそびをする時に音程やリズムに気をつけたことがある
か (自分に関して ･実習園の様子について) ④実習までに準備しておけばよかったこと
は何か ⑤実習園で行われていた手あそびの種類､の5項目である｡何れも自由記述式と
したため､結果の集計は複数の記述内容から要素を拾いあげ纏めたものである｡その結果
を%の上位順に並べ (実数は記述せず)考察することにより､学生の手あそびに対する意
識の傾向を読み取りたいOなお､(参はⅣとして纏め､(参は今論文では省略する｡
2.授業で指導した手あそぴについて
幼児教育学科の1年生が必修として受講する ｢音楽表現指導法｣の授業において､学生
達は手あそび (手あそびにも発展する歌も含めている)の幾つかを覚えたoしかし､それ
は特に実習に直ぐ役立てるためにという訳ではなく､通常授業の導入と･して転時間取りあ
げていたものである｡｢音楽表現指導法｣は後期から始まった授業であり､9月末から5回
行った後､学生達はそれぞれの実習先-と赴いた｡実習 Ⅰにでる前には簡易楽器について
の指導を中心に授業を組んだため､その間に学生に紹介した手あそびはそう多くはないO
しかし､実習 Ⅰ終了後の残り10回の授業では手あそびの紹介数を増やし､半期の合計で
約30程を数えている｡また､1年前期の4月から7月には ｢児童文化｣という授業で手
あそびを約23程紹介しているが､こちらは選択の授業なので､それを選択した学生に限
っていえば実習 Ⅰ以前に30近くを､また､1年間に約53の手あそびを学んだことにな
る｡紹介した手あそびはなるべくオリジナルな楽譜を配布して指導したが､中にはビデオ
での紹介もある｡また､｢音楽表現指導法｣の授業で､各実習先で行われていた手あそびを
紹介しあう活動も行ったことに加え､数は未定だが他科目の授業で少し扱ったということ
も聞いている｡それらを含めると､学生達はかなりの数の手あそびを知ったことになる｡
しかし､学生達がそれを全てマスターしたという訳ではなく､気に入ったものだけ身に
つけたというのが実態で､個人の器量によりその数は異なるものと思われる｡また､特に
熱心な学生は､授業で教わる手あそびに加え､自発的に本や友達から情報を得てその数を
増していった｡学生に紹介した手あそびが､実習先の子ども達とどの様に展開されたか具
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体的には分からないが､授業では､教えた手あそびのスタイルに拘らずに､少なくとも子
ども達や園の実態に合わせて関わることをまず第-に考えることを指導した0
3.保育現場における手あそびの捉え方に関する学生-の意識調査から
① ｢自分の考える手あそびとはどういうものか｣
この質問で､学生は初めて手あそびとは何かを具体的に考えることになった｡まず ｢手
あそびとは､言葉､声､手や身体全体を使い､音楽や リズムに合わせて色々なものを表現
するあそびの一種である｣という答えが29%で第-位を占めたQ次いで ｢この活動を通
して様々な力をつける｡例えば音楽力 (リズム感､柏､音程､歌詞､声の大小､強弱)･想
像力､周 りの物や言葉を覚える ･身体の柔軟さ･脳の発達 ･感情 ･表現力などの育成｣が
17%で第二位であった｡第三位には単純に ｢楽しいことである｣の14%があがり､第
四位に ｢子ども達を集中させるためのもの｣が 13%であがった｡第五位には ｢保育者と
子どもや子ども同士のコミュニケーションを生みだす｡例えばお互いの心と心との会話に
よる信頼関係や協調性､愛着心が育成できる｣の11%が､第六位には ｢考えたことがな
いから分からない ･手だけでなく身体を使うものを入れてもよいか分からない｣の8%が
続いた｡また､少数意見として r手軽にできるもの｣であるとのみ捉えたものが6%､そ
の他 ｢手あそびは身体を使わず手だけ使 うもの｣｢上半身のみを使ってあそぶもの｣｢座っ
て手指を動かすだけのもの｣｢ピアノや楽器を使わず自分の歌だけで行うもの｣｢歌を歌え
ない子どものための音楽のこと｣rゲームの様なもの｣｢足を動かすものは踊 りである｣｢動
きの大きいものは身体あそびやお遊戯になる｣などを含めて約2%があった｡その中には
｢目で見て耳で聴いて口にだして手や身体全体で表現するもの｣と書かれたものもあった｡
② ｢手あそびはどうして必要か｣
学生達は自分が実習先で子どもと関わった経験から､この質問に対 しては第-位に ｢集
中力を高め次の活動-の区切 りとするため｣35%をあげた｡そして､それが行われるの
は子ども達がざわついている時や絵本を読む前､昼寝前が多かったという｡次いで ｢子ど
も達の成長発達を促す｣30%が続いた｡それは､指先や身体の成長発達､物の名前を覚
え理解力を増進､言葉や感覚の育成､表現力や想像力の伸長､音程や リズム感の育成､感
情や情緒面を育てる､日常のルールを知らせるなど､多岐に渡る内容であった｡第三位に
は ｢手あそびの楽しさと心の解放｣17%があげられた｡それは､歌う楽しさ､リズムの
心地良さ､動きやメロディーに浸る満足感によって子ども達の心惹かれる活動であったな
どであった｡第四位には ｢保育者 と子どもまたは子ども同士のコミュニケーションツール｣
が 15%であが り､手あそびの活動で気持ちの共有を図り､思いや りの気持ちを持ちお互
いの信頼関係を築くものであると捉えている｡また､｢手軽に交流できる｣の3%をあげた
ものが第五位であった｡
③ ｢実習先で手あそびをする時に音程やリズムに気をつけたことがあるか｣
この質問は､第-に筆者の授業で行った手あそび指導に対 しての振 り返 りの面から､第
二に様々な実習園で行われている手あそびの実態の概略を知るために実施 した｡したがっ
て､学生には自分に関してと､実習園の様子から感 じられたことの二面から記述してもら
ったものである｡
まず､自分が実習先で手あそびをした時の様子についての調査結果から述べてみよう｡
大きく分けてみると ｢音程や リズムに気をつけた｣が66%に対し､｢気をつけずにやっ
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た｣が34%という結果であった｡
｢気をつけた｣66%の中には､音程やリズム､強弱やテンポに充分気をつけたという
ものが多かった｡また､音程には気をつけたがリズムには気をつけなかったというものや､
その逆の､リズムには気をつけたが音程には気をつけなかったというものもあったが､前
者は後者に比較して少数であった｡さらに､子どもに合わせたリズムでやる様に気をつけ
たというもの､自分が練習していたものでも音程やリズムが園のそれとは違っていたため､
先生や子ども達に合わせる方を優先して気をつけたというもの､リズムや音程やテンポに
少し気をつけていたが段々と外れて行く様な気がしたというもの､その他などの記述があ
り､自分ではそれなりに何らかの注意を向けて実施していたことが分かる｡
一方 ｢気をつけずにやった｣34%の学生達の多く,は､手あそび自体を覚えるのに一杯
一杯で､とても音程などに気を使う状態ではなかったとか､そのことには考えが全く及ば
ず無意識だったなどと記述した｡
さて次に､実習国で行われていた手あそぴについて学生が感じたことを述べてみようO
これは､主にその園の保育者が子ども達と行っていた手あそぴの様子を､見たり一緒にや
ったりした経験から､あくまでも学生本人が感じ取ったものであることをご承知頂きたい｡
さて､｢音程やリズムに気をつけてやっていた｣のは54%､｢音程やリズムは気にせず
楽しむことを優先していた｣が35%､｢手あそびはやっていない｣が6%､｢分からない｣
が5%という結果であった｡
まず r気をつけていた｣54%の中には､子ども達の取り易い音程 ･リズム ･テンポで
楽しませながら堂々とやっていたというものが多かった｡また､1高い音 ･低い音の使い分
けや､声や動きの大小などのメリハリをつけていたというもの､先生達は完壁であったと
いうもの､そして､中には子どもの見ていない所で､楽器で音程やリズムを確認してから
教えていたとか､-同僚の先生同士で確認しあっていたなどの記述もあった｡
一方 r気にせず楽しむことを優先｣した35%の中には､音程やリズムを全く気にせず､
兎に角大きい声で楽しんでいたというものや､気を使っている様子は全然見られなかった
というもの､また､ごく少数やはあったが､正しい曲を間違って教えていたなどというも
のや､正しい音程で歌う必要はないからと指導されたという記述もあった｡
4.結果の考蕪
今まで､手あそびに関する学生達の意識調査の結果について記述してきたが､結果の数
字からは多くのことが読み取れよう｡
まず第-に､この時点で r手あそびとは何か｣に関して学生達自身が考えることは､■言
葉 ･声 ･手や身体全体を使い､音楽やリズムに合わせて色々なものを表現するあそびの一
種であり､それは､様々な力を養成することにもなる｡そして､楽しくて子ども達を集中
させるためのものでもあり､保育者と子ども達とのコミュニケーションを生みだし､さら
に､信頼関係 ･協調性 ｣愛着心を育てる､というものであった.これは､`それま七の授業
を通して習得した考え方及びそう多くない実習経験から､1年生のli月という時期に記
述されたものであるため､さらなる保育経験を重ねて行くにしたがい変化することも考え
られるが､概ねその捉え方の方向性は正しいものといえよう｡また､手あそびは手軽にで
きるものであるが､座って手指だけを使うものか､一足を動かすものは踊りになるの■ではな
いか､ .動きの大きいものは身体あそびやお遊戯ではないかなlどと､'その定義に蓄慮してい
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る姿も見られる｡保育現場における手あそびの定義はあまり明確ではなく､考え方によっ
て様々な解釈があるといえるが､何れにしても､それは保育者と子ども達を繋ぐ一種の自
然な接着剤の様な役割を持っており､なくてはならない存在として捉えられている｡
.第二に､r手あそびはどうして必要か｣の質問では､子ども達の集中力を高め､その成長
発達を促し､手あそびの楽しさと心の共有を生みだし､保育者と子どもまたは子ども同士
のコミュニュケ-ションツールとして有効である､などがあげられていた｡これは､自分
達が実際実習で子ども達と関わった時にその大切さを認識した様子であり､中には手あそ
びの効用を疑っていたが､実習に行って初めてその重要性を思い知らされたと書かれたも
のもあった｡そして､今後さらに多くの手あそびをマスターしたいと､多くの学生達がそ
の習得の必要性を書いており､現場にでるまでに､プロの技術の一つともいえる手あそび
の技を身につけたいと強く願 う気持ちが伝わってくる｡実際の実習の場面で､子ども達が
ざわついている時や絵本を読む前､お昼寝の前などに手あそびの効用を経験した学生が､
今回のこの質問によって初めてその意義などについて具体的に考える必要性を強く意識づ
けられることになったことが分かる｡
第三に､｢手あそびをする時に音程やリズムに気をつけたことはあるか｣の質問には､自
分に関してのものと､実習先での様子をどう感じたかの二方向の視点から答えてもらった
が､まず自分に関しては ｢音程やリズムに気をつけた｣ものが7割弱と多く､授業で伝え
たことが多少生かされてVl-たものと考えられる｡一方､｢気をつけなかった｣ものは3割を
少し超えたが､手あそびを覚えるのに必死でとてもそこまで気を回すことはできなかった
という｡これは､前述した様に ｢児童文化｣の授業を選択したものはある程度の種類の手
あそびを習得したが､そうでなかったものは実習前に手あそびの重要性に気づかなかった
か､または､気づいてもその習得までには至らなかったためであると推察される｡授業で
は､作者のいるオリジナル曲は作者-の礼儀として楽譜を配布して指導しているが､伝承
あそびなどは音程というよりはリズムを重視し､何れも歌いながら手指や顔や身体の動き
を伴って楽しくあそび､その時の子ども達の年齢やその場の様態に合わせ､楽しさ優先で
変容してもよいし､変容の必然すら持っていることを伝えている｡しかし､作者のいるオ
リジナルな歌詞や曲や動きには､その作者が子ども達-伝達したい思いがあることも伝え､
その作者と子ども達を仲介する役目も負う立場について考えてもらっている｡手あそびは
作者のいる作品ばかりではなく､自然発生的に生まれるものも多いが､何れにしても､子
ども達とのコミュニケーションの場において､手あそびのオリジナリティーとその変容と
いう観点から､一度考えてみることがあってもよいのではないかと思われる｡
さて.次に､実習園で行われていた手あそびの様子について､主に保育者が子ども達と行
ったものを見たり自分も一緒にやったりした経験から学生が感じたことの答えでは､｢音程
やリズムに気をつけてやっていた｣のは54%､｢気をつけずに楽しむことを優先していた｣
のは35%という結果であった｡この数字を高いと見るか低いと見るかは微妙である｡保
育現場で行われる手あそびは､その場を構成する子ども達の様態によって変容することは
当然と考えられているが､それは､何にも増して保育者と子ども達とのコミュニケーショ
ンが大切だからであろう｡その場で簡単にできる手あそびは､子ども達と保育者の人間関
係や信頼関係を構築するための導入口ともなっており､軽視することのできないものであ
るが､そこに楽しさがなければ成り立たず､だからこそ楽しさが第-優先されることは納
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得できる｡しかし､子ども達とのコミュニケーションツールとしてだけの意味しかないか
といえばそうではなく､3の①及び(卦で述べた様に､手あそびは様々な能力の伸展に必要
な要素を充分に持っている｡音楽的な面においても同様であり､先の54%という数字が
もう少し向上することによって､子ども達のさらなる音楽的な能力の伸長に資するものと
考えられるかもしれない｡しかし､実習先で正しい曲を間違って教えていたとか､正しい
音程で歌う必要はないからと指導された学生は､大いに戸惑ったという｡また､学生の答
えの中に ｢音楽が好きな先生はそれをすごく気にかけているし､音楽やピアノが苦手な先
生はあまり手あそぴをしていなかった｣との記述があった様に､それは現場の保育者の意
識の持ち様により決まってくるものと推測される｡誰にでも得手不得手がある様に､全て
に長けている保育者はそう多くはないと思われるが､子ども達の能力伸展のために､少な
くとも自分の不足部分を補う努力姿勢が求められているのではないだろうか｡
Ⅳ.実習までに準備しておけばよかったこと
この項目は､Ⅲ.の学生-の意識調査で質問したものの内､実習前にしっかり準備して
おけばよかったことについて纏めたものである｡
学生達は自分に不足していたもの全てについて自由記述したので､次にそれらを要素別
に集計した実数をそのまま記載し､上位順に並べた｡なお､同数のものは同順位としたo
①手あそび･･73 (年齢別67･バリエーション6) ②紙芝居の持ち方 ･演じ方･･69
③絵本の読み聞かせ-65 ④折り紙-45 ⑤ピアノと弾き歌い-20
⑥歌や曲- 14 ⑥エプロンシアター-14 ⑧絵を描く-･6 ⑨パネルシアター-3
⑨あそび-3 ⑪自己紹介の用意-2 ⑪ゲーム ･クイズ-2 ⑬指人形 ･ハンカチあそ
び ･音の出るおもちゃ ･あやとり･わらべうた ･壁面構成 ･昔のあそび ･言葉あそび ･集
団あそび-各 1
この結果を見ると､実習前の学生達の様子からある程度の予想はできたが､手あそび ･
紙芝居の演じ方 ･絵本の読み聞かせの三つは､当然ながら上位にあげられた｡それらは子
ども達との接点として重要であることを理解した上で､ある程度準備して実習にでたにも
関わらず､この三つについては特に実力不足を感じた様である｡学生達は短大の授業で｢子
ども｣についての様々な予備知識や技術を学んでいるが､実習という真剣勝負の場で初め
て子ども達の実態に触れ､その関わり方の難しさや力不足を痛感したようだ｡保育のプロ
として先生が子ども達と関わる姿に憧れを感じ､その姿を目標としてさらなるレベルアッ
プを目指している学生達には､できるだけの応援をしたいと考えている｡
Ⅴ.まとめ
保育現場で行われる手あそびは､児童文化財として大いに利用されているにも関わらず､
その定義は唆味で人それぞれまちまちである｡しかし､それらは各種の歌やリズムに乗っ
て言葉と身体の各部の動きが連動し､子ども達を楽しいあそびの世界に誘 うものとして､
現実に確固たる地位を得ているものといえよう｡
今回の学生への意識調査によれば､手あそびは子ども達の集中力を高め､様々な成長発
達を促すために機能し､楽しさを伴う心の解放の場を提供し､保育者と子ども達とのコミ
ュニケーションツールとして保育現場にはなくてはならないものであると感じている､と
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いう結果が得られたO
初めての保育実習 Ⅰで､学生は子ども達と沢山の手あそびを行い､その威力と効用につ
いて身を持って体験してきた.学生達は､どんなに多くの手あそ頭を知っても知り過ぎる
ことはないといい∴実習後も熱心に手あそびの収集に努力している姿が見られる様になっ
た｡そして､手あそびとは何かを考えることによって､手あそびの中に秘められている多
くの索晴ら.しい要素について追求しようとする姿勢が醸成されてきた様に感 じる0
音楽的な要素についても､今後手あそびをする時には楽しいことだけに気を取られるこ
となく､音程やリズムにも気を使う様にしたいとの意識が芽生えた様に思われる｡
さて､学生が実習先で感じてきたことに過ぎないが､保育現場において子ども達と手あ
そびをする時に､｢音程やリズムに気をつけてやっていた｣保育者は54%で､｢気をつけ
ずに楽しむことを優先していた｣保育者が35%であることが多少気に掛かる点である｡
現場には様々な事情もあるので軽々に論ずることは避けたいが､学生の記述した ｢音楽の
好きな先生はそれをすごく気に掛けているし､音楽やピアノの苦手な先生はあまり手あそ
びをしていなかった｣という様な状況が､もしかしたらあるのかもしれないとも考えられ
る｡誰にでも得手不得手があるが､学生達には少なくとも自分の不足部分を補う努力姿勢
を持ち続けて欲しいとJ心から願っている｡
この様に､初めての保育実習という真剣勝負の場を経験した学生達は､保育現場と保育
者に強い憧れを持ち､自分の将来像を身近に感じて具体的な目標を立て始めている｡それ
は､プロの保育者に到底及ばない自分の実力の無さを実感したことから､実習前に準備し
ておけばよかったこととしていくつかをあげたものを見れば分かる｡それはⅣ.に纏めた
が､その第一位はやはり手あそびであり､改めてその重要性を感じることとなった｡
今後､今回纏めた学生-の意識調査の結果を参考にして､手あそびについてだけでなく､
幅広く学生-の教育の質を向上させるための努力を重ねたいと考えている｡
末筆ながら､実習先での保育者の皆様の献身的なご指導について学生から報告を受ける
度に､心からの感謝を申し上げる次第である｡
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